
【Ⅰ．主な取り組み】

【Ⅱ．目標指標】

目標値ａ 実績ｂ ｂ／ａ 　　　　 25　　　   50　　　　75　　 　100       125

ⅰ 82 96 117.1%

ⅱ 42 87 207.1%

【Ⅲ．指標による評価】

ⅰ

ⅱ

施策評価調書（２５年度実績）
施策コード Ⅲ－１－（４）

政策体系
　施策名　地域に根ざした大学等高等教育の推進 所管部局名 企画振興部 長期総合計画頁 119

　政策名　教育の再生、未来を拓く人づくりと青少年の健全育成 関係部局名 企画振興部、福祉保健部

取組№ ① ② ③

２７年度 目標達成度（％）

年度 基準値 目標値 目標値

取組項目
公立大学法人制度を生かした

県立大学の改革の推進
地域における「知の拠点」としての

県立大学の機能発揮
県内大学等との連携による

産業の振興や地域活性化の推進

指　　　　標
関連する
取組№

基準値 ２５年度 ２６年度

県立大学の公開講座数（講座） ①② H22 36 44 46

県と県内大学等との連携事業数（件） ②③ H18 25 91 100

評価 理　　　　由　　　　等 平均評価

達成 　 大分大学との政策意見交換会の開催等、連携強化に取り組んだ結果、目標値を達成した。

達成

達成
 　看護科学大学及び芸術文化短期大学が、中期計画に定めた社会貢献の取組を進めたことにより目標値を達成した。特に芸術文化短期大学は、従
来の短期の講座に加え、中長期の講座への取組を新たに始めたため、実績が目標値を大幅に上回った。



【Ⅳ．指標以外の観点からの評価】 【Ⅴ．施策を構成する主要事業】
取組
№

取組
№

【Ⅵ．施策に対する意見・提言】

【Ⅶ．総合評価と今後の施策展開について】

指標以外の観点からの評価 事業名（２５年度事業）
事業コスト

（千円）
２６年度の
実施状況

主要な施策の
成果掲載頁

①

・高度な知識と技術を有した社会が求める人材を育成するため、
看護科学大学では学部４年間での看護師教育を全国に先駆けて
開始し、４年間の看護基礎教育モデルとなるカリキュラムの検
証、見直しを図った。芸術文化短期大学では、積極的に文化庁
の補助事業等を活用し、アウトリーチや若手芸術家の育成等に
努めた。

②

・地域において県立大学としての機能を発揮するため、看護科学
大学では、「看護学生による予防的家庭訪問実習を通した地域
のまちづくり事業」が、県内大学で唯一文部科学省の「地（知）の
拠点整備事業」に採択され、５年計画の事業に着手した。芸術文
化短期大学では、長期(半期、通年)に亘り継続して受講可能な県
民向け生涯学習講座を開始した。

①
②
③

公立大学法人運営費交付金 1,090,020 継続 20/84

○「安心・活力・発展」プラン2005見直し策定委員会　(H23．7）
・高等教育サービスを受ける住民の多様なニーズに応えることができるような大学間の連携
を進めていく必要がある。

総合評価 施策展開の具体的内容

A
・教育・研究内容の検証、見直しを図り、さらなる教育の質の向上を図る。
・看護科学大学では、定期的な健康教室の開催や、継続的な公開講座の実施など、地域のニーズに応える活動を展開する。
・芸術文化短期大学では、芸術文化人材の育成に努めるとともに、県民向け生涯学習講座の充実を図る。
・知の拠点である大学と行政が連携し、地域課題の解決や地域活性化に取り組む。

③

・産業の振興や地域の活性化を推進するため、平成26年１月に
別府大学と包括連携協定を締結した。
・平成25年２月に政策意見交換会を開催した大分大学と一層の
連携を図るため、５つの部会(産業経済・地域医療・地域福祉・地
域づくり・教育)を立ち上げ、具体的な連携について協議を始め
た。


